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計算機の出現から半世紀以上経ち,世界的に計算機の歴史を正 しく見直すこと,さ らに,古
い計算機をハー ドウエア的にあるいはソフトウエア的に復元する機運が高まっている。現在で

は,HistOry Of COmputingの 専門雑誌もあり,その国際会議は何回も開かれた。また,わが国
でも 1996年 に同様の趣旨のシンポジウムが開かれたし,い くつかの初期の計算機がソフ トウエ
ア的に復元されている。

1 初期の世界の計算機
計算機が出現して半世紀以上経過し,その歴史を

正しく記録すること,その機械を復元する機運が高

まっている。専門の雑誌 (IEEE Annals ofthe His―

tory of Computing)も あり,1998年 8月 には国際会

議 ICHC(International Conference on the History

of Computing)が ドイツの Paderborn市 で開かれ

た。さらに,イ ンターネット上には,それこそ,読み

切れないほどの History of Computingに 関する情

報があふれている.かつては電子計算機は ENIAC
をもって,ス トアド・プログラムの計算機はEDSAC
をもって嗜矢とするのが通説であつたが,現在では

それぞれ,ABCマ シン,マ ンチェスター Marklに
改められている (表 1)。

1。 1階差エンジン,解析エンジン
(幻の計算機 )
英国のバベジ (Charles Babbage,1791～ 1871)は

階差エンジン (DeRrence Engine)と解析エンジン

(Analytical Engine)を 設計したが,自身では完成

できなかった。階差エンジンには,第一階差エンジ

ンと第二階差エンジンとあり,第二階差エンジンは

設計図だけで制作に着手はされなかった。第一階差

エンジンは約 10年の歳月と 17,000ポ ンドの巨費を

つぎ込んだが完成せず,1834年 開発は中止された .

しかし,打ち切り直前の 1833年 に演算部分のみ 7

分の 1の規模の機械は完成させ,これは完壁に作動
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した。その後,1854年スエーデンの印刷業者のシュ

ウツ親子が第一階差エンジンを完成させた。バベジ

の設計とは細部でいろいろ異なるところはあったも

のの,印刷機構を備えたまぎれもない階差エンジン

であった。この機械は 10進 14桁で第 4階差まで

計算でき,結果の数値は 8桁印刷できた。1時間に

120行分の数値が計算できたという。さらにバベジ

の存命中,1863年 に英国内でもこれと同じ複製が

作られ,生命表や土木用の数表作成に実際に利用さ

れて,階差エンジンの有用性は証明された。

1991年になって,第二階差エンジンは英国の科

学博物館が約 750,000ポ ンドを投じて完成させた。

バベジはさらに巨大な蒸気機関で駆動する解析エ

ンジンの作製にとりかかったが完成にいたらず,未

完成部品が残っているのみである。解析エンジンは

カー ドによリプログラムが供給できるようになって

いて,このプログラムに関し英国の放浪の詩人バイロ

ン卿 (George Gordon,Lord Byron,1788～ 1824)の

娘エイダ (Aida Augusta,Countess Lovelace,1815

～1852)がバベジに協力したとされ,最初のプログ

ラマと言われている。

1。2 Zl,Z3(最 初のプログラマブル・
計算機 )

Zl,Z3は ドイツで計算機の父と言われている
ツーゼ(Konrad Zuse,1910～ 1995)が作製した。Zl

は 1938年純機械式で一応完成したものの満足に動

かなかった。1941年 リレーを使って Zlと ほとんど

同じ機構の Z3を実現した。プログラムは使用済み

の映画フィルムから供給し,計算には 2進 22ビ ッ
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卜の浮動小数点表数を使用していた.ツーゼは 1945

年から 1946年にかけて, ロジック 0プログラミン

グのアイデアを含むアルゴリスミックなプログラミ

ング言語の前身 Plank」kilを提案している。Zlは

1980年にツーゼ自身が復元し現在ベルリンの交通と

技術の博物館 (Museum ir Verkehr und Technik)

にある.

1。3 ABC(Atanaso∬ ―Berry COmputer)

(最初の電 子計算機 )
ABCは 米国アイオワ州立大学教授アタナソ
フ (John Vo Atanasof,1903～ )が大学院生ベリイ

(Clif3ord E.Berry,1918～ )の協力を得て,1939年
～1942年にかけて作製した。真空管式の最初の電

子計算機となった。連立方程式専用機でプログラマ

ブルではない。1語 2進 50ビットで,演算素子は真
空管,回転 ドラム上に置いたメモリは再生保持方式
によるコンデンサーで 30語分あった。29元連立方

程式が解けるように設計され,30の計算が並行して

実行できるようになつていたが,第二次世界大戦が

激しくなり開発は打ち切られた.部分的には作動し
たが完成したとはいいがたい。現物はスクラップに

され残っていず,わずかにメモリ用 ドラムがアイオ
ワ州立大学に保管されている。1975年 10月 19日

ミネアポリス連邦地方裁判所において ENIACの基
本特許を無効とする判決が下され,結果的に ABC
が世界最初の電子計算機として認定された。1997年

アイオワ州立大学で ABCを復元した .

1。 4 Colossis(暗号解読機 )
第二次世界大戦中 Colossusは英国の Bletchley

Parkにおいてドイッ軍の暗号解読用に 1943年 3月

設計開始,1943年 12月 1号機が完成した.チュー

リング (Alan Turing 1912～ 1954)が この暗号解読

プロジェクトの参画した。人手で 1週間かかる解読

が 1時間に短縮されたという.終戦までに 10台作製

され,6,300万字の ドイツの暗号文を解読した。紙

テープは 5,000字/秒のスピー ドで 5単位の紙テー

プを読み,1字あたりの 5ビ ット毎に並行して 100
回のブール演算を行なった.ス トアド・プログラム

ではなく, hard wired and switch prOgraΠ IInedりで

あった。この Colossusの存在は長く極秘とされ,戦

後すべて完全に解体され,設計図も消却処分された .

1981年 になつて,よ うやく秘密が公開されその存在

があきらかとなり,Bletchley Parkの Anthony E.

Saleが再建に動きだし,8枚の写真とエンジエヤが
隠し持つていたいくらかの配線図が見つかった。現

在復元された機械は元の Colossusと 90%は合って
いるだろうと言われている.現在,Bletchley Park
の博物館で隔週末に実演を公開している。

1。 5 Harvard Mark 1/ASCC
Harvard Mark lは IBMの協力を得て,エイケ
ン (Howard Ho Aiken,1900～ 1973)が作製した。真

空管とリレーを使い,プログラムは紙テープから
供給した.ASCC(Autimatic Sequence Controlled

Calculator)と も呼ばれ,本格的実用自動計算機で

あり,完成後 14年間も使われた。

1。6 ENIAC
ENIAC(Electronic Numerical lntegrator and

Computer)は 米国ベンシルバニア大学ムーアスクー

ルにおいて,モークリ (John Wo Mauchly,1907～
1908)と エッカー ト(Jo Presper Eckert,1919～)が

軍の支援を得て 50万 ドルの巨費をもって 1946年 2

月に完成させた。真空管を 18,000本 も使う30ト ン

もの巨大計算機であった。主として弾道計算用でプ

ログラムはパッチボー ドで組んだ。1996年 ワンチッ

プ ENIACが作製された (EN5)。

1。 7 Baby,Manchester Mark l(最 初の
ス トア ド・ プログラム計算機 SSEM)
Small―Scale Experimental Machine(SSEM)あ だ

名 Babyは英国のマンチェスター大学で作製され,
1948年 6月 21日最初のプログラムが動いた.世界
最初のストアド・プログラム計算機の誕生である。

Manchester mark lと も呼ばれた。これは何回も改

造され,Rrranti社からFerranti Mark lと いう名

前で 1951年 2月 世界最初の商用マシンとして出荷

された.1997年末,復元機が作製された (BM2)。

1。 8 EDSAC
EDSACは 英国ケンプリッジ大学のウィルクス
(Maurice Vo Wilkes)等が 1949年に作製した電子

的でストアド・プログラム方式の紛れもない近代的

計算機である.演算素子には真空管,記憶装置には

水銀遅延線を用い,1語は 35ビ ットで 512語の記
憶容量があった.1958年 これを改良した EDSAC 2
ができた。インターネットでソフトウエアによる複

製を見ることができる (ED4).
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2 初期の日本の計算機
1950年代に入り,欧米に遅れること約 10年わが
国でも大学,研究所,メーカーにより計算機の研究
が始まり,まず,1953年 3月 電気試験所においてリ

レーを使った初めてのプログラマブル計算機 ETL―

Marklが試作され,続いて,1954年 10月 富士通で

同じくリレーによる FACOM100が完成してプログ
ラマブル計算機が実用化された.さ らに,1956年
に日本最初のストアド・プログラム方式の電子計算

機 FUJICが完成,その後続々と新計算機が登場し
て日本の計算機時代の幕開けとなった。当時,演算

素子として,リ レー,真空管,パラメトロン, トラ

ンジスタなど,記憶装置として,光学ガラス超音波

遅延素子,水銀遅延線,プラウン管,磁気 ドラム ,
磁気コアなど,さ らに各種入出力装置,ハー ドウエ

ア,ソ フトウエアのさまざまな素子やアイデアが研

究され,今 日のわが国のエレクトロニクス発展の礎

となった。

以下に,商用に作製されたものを除き,1950年

代後半にそれぞれ 1台だけ作られた計算機について

ごく簡単に紹介する (表 2).こ のうち 6機種につい

てはソフトウエア 0シ ミュレータが作製され,イ ン

ターネット上に公開されている (JG3,JG5,JG9).

2。 l ETL一Mark2
1953年 3月 ETL一Marklの試作を経て,1955年

電気試験所 (電総研の前身)の駒宮安男,末包良太等

が開発,演算素子も記憶装置も電気機械式すなわち

リレーによるプログラマブル計算機 ETL一Mark2
が完成した.プログラムは 6台の紙テープ読み取り

装置から供給し,2進浮動小数点演算を行なう当時
としては大型の計算機であった.安定して作動し,
完成後十年ほど使われた.当時,真空管は不安定で

あり, トランジスタはまだ実用の域に達していず,

リレーの選択は妥当であったといえよう。20,000個

以上のリレーを使い,ハ ンダ付けの総数は 80万箇

所におよんだ (MK2)。

2.2 FUJIC
FUJICは富士写真フィルム株式会社の岡崎文次
が主としてレンズの設計計算用にほとんど独力で開

発,1956年 3月 に完成させた.機械式あるいは電気

機械式でない最初のエレクトロニック・コンピュー

タすなわち電子計算機で,かつ,最初のス トアド・

プログラム方式の計算機の誕生となった.演算素子

には真空管,メ モリには水銀遅延線を使用し,1語
33ビット2進固定小数点のみの演算であった。3ア

ドレス方式を採用し,命令はわずか 17種類だけけ

で,ゼロテス トもシフトもなかった。1959年早稲

田大学に寄贈され,現在は上野の国立科学博物館が

保管している。

2.3 ETL-lM[ark3

ETL一Mark3は 1956年 7月 電気試験所の高橋
茂等により最初のトランジスタ計算機として試験用

に開発された.記憶装置は光学ガラス超音波遅延素

子を使い,1語 16ビ ットで 2進固定小数点演算の 1

アドレス命令であった。しかし,使用した点接触型

のトランジスタはきわめて不安定で,本格的に計算

機として使用されることはなく,これ以降,点接触

型のトランジスタは計算機に使われることはなかっ

た。

2。4 MUSASINO-1/M-1
MUSASINO-1は 最初のパラメトロン計算機
で NTT武蔵野通研で作成されたのでこの名前がつ
けられ,M-1と も呼ばれた。米国イリノイ大学の
ILLIAC Iと プログラム・ライプラリを共有するた

めに,命令セットを ILLIAC Iと完全に含むように

し,さ らに,い くつかの ILLIAC Iにない命令をつ

け加えた.しかし,こ の追加命令がわざわいして ,
ILLIAC Iでは冗長のビットが MUSASINO-1で は

冗長でなくなり,ILLIAC Iの プログラムにこの冗

長ビットを巧みに使用しているものが多かったので,

ほとんどの ILLIAC Iのプログラムはそのままでは

MUSASINO-1で は動かず,手作業による書き換え
が必要であった .

2.5 ETL― Mark4
ETL-lMIark4は ETL一Mark3の試作の後,電気

試験所の高橋茂等が開発,記憶装置に磁気 ドラム,

演算素子に接合型 トランジスタを用い 1957年 11月

に完成した。1語は 10進 5桁と符号で,磁気 ドラ
ムの記憶容量は 1000語であった。演算は固定小数

点演算のみである.その後,これをモデルとした計

算機がたくさん作られた.二年後 ETL一Mark4aに

変身した。

2.6PC-1
PC-1は東京大学の高橋秀俊研究室で開発,1958

第40回プログラミング
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年 3月 完成した。演算素子はパラメトロン,メモリ

は磁気コアであった。 1語は 18ビ ットで,メ モリ

の容量は 512語である。1語 18ビ ットを短語,こ

れを 2語つないだ 36ビ ットを長語といい,そのい

ずれでも演算できた。EDSACを モデルにしたとさ
れているが,EDSACと プログラムの互換性はなく,
そのアーキテクチュアや命令体系はずっと洗練さ

れていて,使いやすいものになっている。このイニ

シァル・オーダー RO(記号で書かれたソース・プロ

グラムを 2進数に変換しながら読み込む 68語のプ

ログラム)はプログラム史上の最高傑作といえよう

(P4,P5,P12).

PC-1は 1972年にスクラップにされ現在何も残っ

ていないが,この後継機の PC-2の一部は上野の国

立科学博物館が所蔵している。

2.7 TAC
TAC(Todai AutOmatic Computer)は 1959年

東芝の協力により東大で作製された.EDSACの プ
ログラムがそのまま利用できるように,語のビット

構成,命令セットは EDSACと 同じとしたが,さ
らに,EDSACの初期バージョンよりは除算命令 ,
浮動小数点演算,B― レジスタ (イ ンデックスレジス

タ)な どが追加され,EDSAC第 2版に近いものに
なっている。開発開始から完成まで足掛け 9年もか

かったのは,7,000本もの真空管の調整というより

は,ブラウン管記憶装置の調整に手間取ったからで

ある (T7)。 以降,プラウン管が計算機のメモリと

して使われることはなかった .

2.81K-1
K-1は慶應義塾創立百年記念事業の一環として計

画され,慶應義塾大学工学部の北川節等により1958

年 7月 設計着手,1959年 6月 稼動を始めた.Kelo

Centenntt Computer略 して KCCと も呼ばれた .
当時の通産省電気試験所のいわゆる ETL一Mark4型

の計算機をモデルとした 10進数計算機である.ト ラ

ンジスタを主要素子とし,1ア ドレスとしても 1+1

アドレスとしても使用できた.しかし,IBM650の
SOAP2の ような優れた番地割付け機能を持つアセ

ンプラがなかったので 1+1ア ドレス方式をそれほ

ど有効に使うことはなかった.また,後に磁気コア

メモリが追加されたこともあって,巧妙な番地割付

けが不要になったこともある.浮動小数点演算機構

を備え,文字は英大文字の他,力 タカナも使用でき

第40回プログラミング
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た.現物は現在慶應義塾大学理工学部で保管してい

る .

2。9 ETL―]M[ark4A
ETL一Mark4Aは , トランジスタ計算機 ETL―
Mark4を 改造したもので,語長が 10進 5桁+符号

だったものを 10進 7桁十符号に拡張し,メモリは磁

気 ドラム 1000語に加えて磁気コア 1000語を増設し

た.さ らに,イ ンデックス・レジスタをつけ,文字

データをあつかえるようにした。この改造は 1959

年 8月 に完了し,その当時,PC-2(東京大学,1960

年)が出現するまで国産機中最高速の計算機であっ

た.ETL一 Mark4A本体は現在上野の国立科学博物

館で保管している.

2。 10大阪大学計算機
大阪大学計算機の開発は 1953年大阪大学の城憲

三,牧之内三郎,安井裕等により始まったが完成に

はいたらず,1959年 に開発が打ち切られた。当時

としては最高速の lMHzの クロックパルスであった

が,完成に近づいた頃すでに市販の計算機が使える

ようになり,開発の継続が断念された .

2。 11その他
東北大学,京都大学でも計算機が作られたが,日

下のところ資料未入手につきコメントできず。

2。 12シ ミュ レータ
筆者はこれまでに ETL一 Mark2,FUJIC,ETL一

Mark4,PC-1,ETL一Mark4a,K-1の 6機種の計

算機のソフトウエア・シミュレータを作製し,その

資料やプログラムなどはインターネットの wwwで

公開している.シ ミュレータ・プログラムは C言語

で書いてあり,UNIXお よび MS―DOSの上で実行
可能で,日 本の古い計算機のプログラムをそのまま

実行して試すことができるようになっている。その

ホームページアドレスは,

日本語版 ,

http://WWWOCOmp・ aeOke100aCjP/pub/fukkOku/

英語版 ,

http://WWW・ COmpeae・ ke10・ aCjP/pub/SimulatOr/

である.ただ,こ れらはいずれも今のところ未完成

であり,少 しずつ改善を続けている。また,上記 6

機種以外のソフトウエア・シミュレータも順次手掛

けたいと考え,資料を収集中である。
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a Discovery At The Moore School of Engineering

of the University of Pennsylvania, IEEE Annals

of the History of Computing, Vol.18, No.1, pp.5-

e( 1ee6).

ENs) David AIan Grier: The ENIAC the Verb "to
program" and the Emergence of Digital Comput-

ing, IEEE Annals of the History of Computing,

Vol.18, No. 1, pp.51-55(1996).

EN4) H.H. Goldstine, Adele Goldstine: The Elec-

tronic Numerical Integrator and

Computer(ENIAC), IEEE Annals of the History

of Computing, Vol.18, No.l, pp .10-24(1996).
*ENs) Jan Van der Spiegel, james F. Tau, Titi-
imaea F. Ala'ilima, Lin Ping At g: The ENIAC

Histroy, Operation and Reconstruction in VLSI,

The Proceedings of the lnternational Conference

on the History of Computing(1999).

o Baby, Manchester Mark l(BM)
BMr) Tom Kilburn: The First Stored-

Programmed Computer, The Proceedings of the

International Conference on the History of Com-

putins( 1999).

*BMz) Chris Burton: Rebuilding the Small-Scale
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Experirnental Machine Mark I, 
′
irhe lProceedings

Of the lnternational Conference on the lI]listory of

COmputing(1999)。

●EDSAC(ED)
EDl)和田英一:EDSACの イニシアル・オーダー ,
bit,  Vol.4,No.5,pp.381-389(1972).

ED2)Maurice Vo Wilkes,David Jo Wheeler,Stanly

Gill:′ I｀ he PreparatiOn Of PrograΠ Б for Electronic

Digital Colmputer,with special reference to the

use of a libr〔ry of subroutines,′ 1loΠ lash Publish―

ers(1982),(1951年 Addison― Wesley Press発行の

初版本の reprint版 )。

ED3)Miaurice Vo Wilkes:Arithmetic on the ED―

SAC,IEEE Annals of the History of Colmputing,

Vol.19,No。 1,pp.13-15(1997).

中ED4)Martin Calnpbell一 Kelly:The EDSAC Sina―

ulatOr,The PrOceedings of the lnternational Con―

たrence on the HiStOry Of COmputing(1999)・

●日本全般 (JG)
JGl)前田憲一:自動計算機の展望,電気通信学会雑

誌,VoL40,No.6,pp.709-712(1957)。

JG2)喜 安善一:わが国電子計算機の変遷―わが

国計算機の黎明期― ,bit,VoL3,No。 9,pp.815-

819(1971).

JG3)大 駒誠一: 日本の揺鑑期のコンピュータの

ソフトウエア的復刻,第 37回 情報処理学会プロ

グラミング・シンポジウム報告集,情報処理学会 ,

bl.37(1996).

JG4)高橋茂:コ ンピュータクロニクル,オーム社

(1996).

JG5)大駒誠一:日 本の揺鑑期のコンピュータのソ

フトウエア的復刻その 2,夏のプログラミング・シン

ポジウム「コンピューティングの歴史」報告集,情

報処理学会プログラミング 0シ ンポジウム委員会 ,

(1996).

JG6)遠藤諭:計算機屋かく戦えり,アスキー (1996).
JG7)情報処理学会歴史特別委員会編:日 本のコン

ピュータの歴史,オーム社 (1985)。

JG8)情報処理学会歴史特別委員会編:日 本のコン

ピュータ発達史,オーム社 (1998)。
中JG9)Seiichi Okoma:The Arst J apanese Comput―

ers and their Software Silnulators,The Proceed―

ings ofthe lnternational Conference on the History

Of COmputing(1999)。
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●ETL-lMiark2(M】 K)

MKl)駒宮安男:継電器式計数型自動計算機,電気学
会雑誌,昭和 29年 11月 ,Vol.74,No.794,pp1401-
1422(1954).

MK2)駒宮安男:電気試験所継電器式計数型自動計
算機 E.T.Lo Mark II,電 気雑誌 OHM昭 和 30年 11
月 pp105-125(1955)。

MK3)末包良太:継電器式計数型自動計算機の計
算計画法 (E.T.Lo Mark IIを めぐって),電気雑誌

OHM,昭和 30年 11月 ,pp.126-137(1955).
MiK4)Mochinori Goto,Yasuo lKonlanliya,Ityouta

Suckane, Masahide Takagi, Shigeru I(uwabara:
′
I「 heory and Structure of the Automatic R′ elay

Colmputer E.T.Lo Mark II,Researches of Electron―

ical Laboratory,No.556(1956)。

MK5)藤 中恵:E.T.Lo Mark IIの 運転状況, 第
2回 PCセ ミナーテキス ト Sl,日 本科学技術連盟

(1956)。

MK6)駒宮安男:継電器式計数形自動計算機 (E.ToL。
Mark II),電 気通信学会雑誌,Vol.40,No.6,pp.712-

715(1957)。

MK7)藤 中恵:E.T.Lo Mark IIに よる常微分方程式
の計算,第 3回 CPセ ミナーテキス ト,B7-3,日 本
科学技術連盟 (1957).

MK8)藤 中恵,森口繁一:E.ToLo Mark IIの 基本
プログラミング,第 1回 CP短期セミナーテキスト
Al-1,日本科学技術連盟 (1958)。
MK9)森口繁一:E.ToL.Mark IIの 命令コー ド,第
1回 PC短期セミナーテキス トAl-2日 本科学技術
連盟 (1958)。

MK10)藤 中恵:E.ToLo Mark IIによる Fourier分

解と合成,第 1回 CPセ ミナーテキス トB3,日 本科
学技術連盟 (1958).

MKll)著者不明:E.ToL.Mark IIに よる数値解析 ,

Vol。 1,連立一次方程式の解法,電気試験所数学研究

室,発行年不明 .

MK12)駒 宮安男:わが国最初のコンピュータ ‐一
ETL Mark IOIIの 思い出一 ,bit,VoL3,No.11,
pp.1033-1038(1971).

MK13)駒宮安男: リレー計算機  ETL Mark I,
Mark II,情 報処理 Vol.17,No.6,pp.513-520(1976).

●FUJIC(F)
Fl)岡 崎文次:数字式電子計算機 ,富士写真フィル

ム研究報告 ,No.2,pp.55-82(1954)。

F2)岡崎文次:電子計算機 FUJICとその計算例,電
気通信学会雑誌,VoL40,No.6,pp.722-725(1957)。

F3)岡崎文次:わが国最初の電子計算機―FUJICの

一生―,bit,Vol.3,No.12,pp.1091-1097,共 立出版

(1971)。

F4)岡崎文次:わが国初めての電子計算機 FUJIC,

情報処理,Vol.15,No.8,pp.624-632(1974).

F5)岡崎文次:情報処理学会歴史特別委員会編「日

本のコンピュータの歴史」の中の「第 2部手作りの

電子計算機」の中の「第 2章 FUJIC」 ,pp.63-79,

オーム社 (1985).

●MUSASINO-1(MIS)
MSl)喜安善一,室賀三郎,高島竪助:パ ラメトロ

ン電子計算機 M-1について,電気通信学会雑誌 ,

kヽl.40,No.6,pp.733-734(1957)。

MS2)高島竪助:パラメトロン計算機 MUSASINO―

1,情報処理,Vol.16,No.2,pp.130-136(1975).

MS3)高島竪助:情報処理学会歴史特別委員会編
「日本のコンピュータの歴史」の中の「第 2部手作

りの電子計算機」の中の「第 6章 MUSASINO-1」 ,

pp.124-137,オーム社 (1985)。

●ETL―lMIark3,ETL-lM[ark4(ET)

ETl)高橋茂,西野博二,松崎磯一,近藤薫:ト ラン

ジスタ計算機 ETL Mark III,電 気通信学会雑誌 ,

Vol.40,No.6,pp。 728-730(1957)。

ET2)西野博二,相磯秀夫,高橋茂:ト ランジスタ計

算機 ETL Mark IVの 基本設計,電子計算機研究専

門委員会資料,電気通信学会,pp■-21(1957).

ET3)高 橋茂: トランジスタ電子計算機:電気試験

所電子部,pp.1-13(1957)。

ET4)西野博二,高橋茂,松崎磯一,相磯秀夫,近藤薫 ,

米田弘:ト ランジスタ計算機 "電試マーク IV",電

子計算機研究専門委員会資料,電気通信学会,pp.1-

15(1958)。

ET5)高橋茂:ディジタル計算機電試マーク IV,電

気試験所電子部,pp。 1-28(1958)。

ET6)蓼沼良一:電子計算機教程 Iの一部「プログ

ラミング」,日本電子計算センター,ppl-15(1958)。

ET7)西野博二,高橋茂,松崎磯一,相磯秀夫,近藤

薫,米田弘:ト ランジスタ計算機電試マークIV,電気

通信学会雑誌,Vol.42,No。 11,pp.1038-1045(1959)。

ET8)著者不明:電子計算機とそのプログラミング
,

電気試験所 (1962).

ET9)著者不明:ETL MARK-4A使 用の手引,第 4
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版,電気試験所電子計算機研究室,(1962).

ET10)高橋茂:ト ランジスタ計算機 (ETL Mark III
～IV),情報処理,Vol.17,No.2,pp.133-141(1976)。

ETll)高橋茂:情報処理学会歴史特別委員会編「日

本のコンピュータの歴史」の中の「第 2部手作りの

電子計算機」の中の「第 7章 ETL Mark IV」 ,オー

ム社,pp.138-154(1985)。

ET12)Sigeru Takahashi: Early■ aヽnsistor CoΠ l_

puters in Japan,Annals of the HistOry Of Conl―

puting,VoL8,No.2,pp.144-154(1986)。

・ PC-1(P)
Pl)高橋秀俊:東京大学におけるパラメトロン計算

機について,電気通信学会雑誌,Vol.40,No.6,p.733

(1957)。

P2)後藤英一:パ ラメトロン計算機 PC-1,情報処

理,Vol.16,No。 1,pp.39-43(1975)。

P3)高橋秀俊編:パ ラメ トロン計算機,岩波書店

(1968)。

P4)高橋秀俊:電子計算機の誕生,中公新書 273,中

央公論社 (1972)。

P5)和 田英一:PC-1の イニシァル 0オーダー RO,
bit,Vol.4,No.12,pp.1149-1161(1972)。

P6)][Iidetosi Takahasi: Some lnlportant Connput_

ers in Japanese IDesign, Annals of the lHistOry Of

Computing,Vol.2,No.4,pp.331-337(1980).

P7)和 田英一編:PC-l Program Library 2冊 ,私家

版,(1983年頃)。
P8)後藤英一:情報処理学会歴史特別委員会編「日

本のコンピュータの歴史」の中の「第 2部手作りの

電子計算機」の中の「第 5章パラメトロン計算機
PC-1と PC-2」 ,pp.113-123,オ ーム社 (1985)。
P9)和 田英一:情報処理学会歴史特別委員会編「日

本のコンピュータの歴史」の中の「第 4部初期のプ

ログラミング」の中の「第 2章当時のシステムプロ

グラム」,pp.255-268,オ ーム社 (1985)。

Plo)和田英一:パラメトロン計算機とプログラム

ハック,PTT第 200回記念講演資料,(1994年 9月
17日 ).

Pll)和田英一:パラメトロン計算機 PC-1回路設

計と方式設計,夏のプログラミング・シンポジウム

「コンピューティングの歴史」報告集,情報処理学会

プログラミング・シンポジウム委員会,(1996).
*P12)Eiiti Wada: The lnitial(Э rders of the

ParaΠletron Colmtputer PC-1,′ The PrOceedings Of

第40回プログラミング
シンポジウム 1999。 1

the lnternational Conference on the History of

COmputing(1999)。

●TAC(T)
Tl)雨宮綾夫:TAC計算機について,電気通信学会
雑誌,Vol.40,No.6,pp.726-728(1957)。

T2)著者不明:TAC Programming Manual,東 京大

学工学部電子計算機室 (1959)。

T3)三山醇,三島良績:綜合試験所年報東大自動電子

計算機報告,東京大学工学部附属綜合試験所 (1962)。

T4)島内剛一:TACの イニシャル・オーダ,bit,
Vol.4,No。 7,pp.581-588(1972)。

T5)村田健郎:真空管とプラウン管による計算機
TAC,情報処理,Vol。 18,No.3,pp.281-288(1977)。
T6)永 島孝:なつかしき計算機 TAC,bit,VoL16,

No。 9,pp.1133-1139(1984)。

T7)村田健郎:情報処理学会歴史特別委員会編「日

本のコンピュータの歴史」の中の「第 2部手作りの

電子計算機」の中の「第 4章 TAC」 pp.90-112,オ ー

ム社 (1985)。

●K-1(K)
Kl)北川節,都築東吾:全 トランジスタ形ディジ
タル電子計算機 K-1について,電気通信学会雑誌 ,

VoL42,No.11,pp.1026-1031(1959).

K2)著者不明:電子計算機 K-1プ ログラム説明書 ,
慶應義塾大学工学部中央試験所電子計算機室 (1964).

K3)著者不明:電子計算機 K-1命令説明書,慶應義
塾大学工学部中央試験所電子計算機室 (1964)。

K4)北川節:直列同期方式計算機に関する研究,学
位請求論文,慶應義塾大学工学部 (1967).

・ 大阪大学真空管計算機 (H)
Hl)城憲三,牧之内二郎,安井裕:大阪大学の電子

計算機について,電気通信学会雑誌,Vol.40,No.6,

pp.730-732(1957)。

H2)城憲三,牧之内三郎,安井裕:真空管式ディジ

タル計算機試作の思い出,bit,Vol.4,No。 2,pp。 113-

117(1972).

H3)牧之内三郎:情報処理学会歴史特別委員会編
「日本のコンピュータの歴史」の中の「第 2部手作

りの電子計算機」の中の「第 3章阪大真空管計算機」

pp.80-89,オーム社 (1985).
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